
 
 口腔機能訓練  ～嚥下体操編～ 

 

口腔（お口）には「食べる」、「話す」、「呼吸する」、「表情をつくる」など、たくさんの役割があります。口腔機能を維

持・向上させるためには、お口やその周囲の筋肉のトレーニングが必要です。 

 
☆嚥下体操ってなーに？ 
嚥下（えんげ）とは「飲み込み」のことです。 

嚥下は、舌やお口の周り、首などの筋肉を使って、食べ物や飲み物をのどの方へ送り込み、のどを通過した食べ物をさらに食道へ

送り込む一連の動作を指します。嚥下体操は、そのために必要な筋肉の体操です。 

 

嚥下体操を実施する一番よいタイミングは、お食事の前です。 

お食事の前のお口の準備体操だと思い、皆さんで楽しみながら実践してみてください。 

そのほか、「テレビを見ながら」、「お風呂に入りながら」など、「ながら体操」として無理せず、毎日継続していくことが大切です。 

 

資料提供   あじさい園 宝  担当歯科医師 

認知症サポーターとは 
１．認知症サポーター養成講座を受け

るとどなたでもなれます。 

２．厚生労働省が推奨しています。 

３．認知症について正しく理解できま

す。 

４．認知症の人やその家族をあたたか

い目で見守ることができます。 

５．オレンジリング（認知症の人を応

援しますという意志表示）がもらえ

ます。 

６．特別な活動は何もしません。 

８月1日から８月10日の
期間 毎日、宝の敷地でラ
ジオ体操いただきました。
が催され、小さな子供さん
から高齢者第一の皆様方
約30名の皆様早起き 

 

 

 

 

 

 


